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十 部 改 し
八 を 北 正 て
年 改 海 す 使
北 正 道 る 用
海 す 知 規 す
道 る 事 則 る
規 規 を こ
則 則 堀 こ と
第 こ を
百 に 妨

れ 前 同 こ め看て の 日 の る護い 北 前 規 。職る 海 に 則
員用 道 最 の
課紙 立 初 施
程が 衛 の 行
修あ 生 貸 の
学る 学 付 日
資場 院 の 以
金合 等 決 後
貸に 看 定 に
付お 護 を 最
条い 職 受 初

分 知を
の 事地 五 の域 」 許保 に 可健 改 を法 め 受
る け昭 。 て和 い
た年 病法 院律

師 村 る
の で 貸
項 な 付
の く 決
第 な 定

３別
第

××

号記ア○×

との○平

す１新○成

るの規○○

。項制

○年
○○

第定

正す 正 主
する 前 と
る特 の し
法定 医 て

町 療 律 老

北道条

海平海２

北北第

海公中

道成
公

公文１

用年道用第

文
作月用作号

四 公 げ
十 達 布 な
三 す い
号 也 る 。
） 。

北

る海

こ 。 北道

の 海訓

規 附 道令

則 立第

は 則 青
、 函号

例て 員 け の
施は 課 た 貸
行、 程 者 付
規改 修 に の

正 学 係 決 則

北 ２
海 北 前 規
道 平 海 に 則 こ

北 規 成 道 最 の の
海 則 十 立 初 施 規
道 第 四 青 の 行 則
立 九 年 函 貸 の に

第
）
号

１
第

こ 十
の 附 一
規 条
則 則 第
は 四

○○ １の

○○ 号場

条月 の合

例○ ア

を○ の

こ日 事

こ 項に か公 ら布 エす のる 事。

文成及

項

成

２

程成程第

規日作規び

の規

削

部の和を

一程昭号

を一
海第

正を北、

改部年り

訓す訓号

る正道３

す改

令る令を

平 ト
成 ン
十 ネ
四 ル訓
年 記
十 念
一 館
月 管
一 理
日 規
か 則
ら （
施 昭

青 十 十 ト 付 日 よ
函 四 月 ン の 以 る
ト 号 十 ネ 決 後 改
ン 八 ル 定 に 正
ネ 日 記 を 最 後
ル 念 受 初 の
記 館 け の 北
念 管 た 貸 海
館 理 者 付 道
管 規 に の 看
理 則 係 決 護
規 を る 定 職
則 廃 修 を 員

、 項
公 中
布 「
の 二
日 分
か の
ら 三
施 」
行 を
す 「
る 二
。 分

の

う
よ

の
次
を

で
ま

北

に海

改

知
道

め

三 事 る

× 。

氏

号号

次令１１

を訓第第

に一、

うのし

よ）と

の

次号

め海を４

定北部第
２

事よ第

。知のを

る道

改と

本出堀に号
う

行 和
す 四
る 十
。 八

年
令 北

海
道
規
則
第
二
十
八

を 止 学 受 養
廃 す 資 け 成
止 る 金 る 修
す 規 に 者 学
る 則 つ に 資
規 を い 係 金
則 こ て る 貸

北 こ は 修 付
海 に 、 学 条
道 公 な 資 例
知 布 お 金 施
事 す 従 に 行

る 前 つ 規
堀 。 の い 則

五
」
に
改
め
る
。

×
名 ５

機達る第
す、

先正し
を

庁関也号
。

号
）
は
、
廃
止
す

例 て の
に 適 規
よ 用 定

達 る し は
。 、 、

也 同 こ
日 の
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○○○
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四○ ○

年○ ○
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○○○
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○○○
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い左２
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おをす

に弧と
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て２。
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×
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た
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に
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で
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道部削号

海

号

氏よ○
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事次。

ず字等を 第置け１」

う
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１る きのら出第す 書字
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第、ら
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四
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目
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×。げ

名る上

すり
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に上し
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る２
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協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 告札

平 おこ用 示に成 りのを年 第

十 付 一入受

四 般札け月す

年 競にる 号る十 争係。日

北 海

こ ××

の ×こ

訓 附 ×の

令 条 附

は 則 例 ×

、 は 則

、平

平成

成

道 公 報

×× 北 ××

エ×○ 海

×○

○×

道 ○平

廃○○ 条 ○成
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○○

○○
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○○ ○ ○○ 合
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入
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○１
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例○○例

条月○条

す
行

を○条

す廃○

止を成

廃日例平
海

例る北

条す年

る止○
第

に例

こ条

こ例道

を条

○際○目 ○成の○字

公

年にみら ○○現とか ○

○○すき ○○○な書 ○
○○○し ○月○。出 ○

○行 ○日○２ ○○○、
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○

例○

条○

○行○に
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○○
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条○
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海○
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る成道

す作海

施
達
調
府
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た
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。
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示
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る号

す○

布○
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事す
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海、
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行幌の札 項 を札行
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条ア査アイウ
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のかを

類
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×
名
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資こ条
一
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有行物物入
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○１ ○○第 ○○、 ○○

○

２
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入納契納札の
入次

明加れ 入約入 説参ず

札
書すに

調北調
当す

を道月を

達海１達

た中所 示 る合たる

す総

所

き区び 場
と央及 す場

北

審条

、３時

は所北日

道

話結６海海

電査西北
務

号を目札総

番果丁道

申幌

請北市部

にけの のの

－者海中法

めば出

時方 定定れ提

規
るとら

よるな期法先

に
ろい平申け郵北

条こな

道

付に。成請れ便海

件

書ば番 一よ

のら務

般り年類な号総

競、

部 争２月提な
出い－法 入の

し入
地 海こ名障関争

は

。争発、札
方 道と競害

求加
治 示入生要参

自 告

に等仕資
法 第札時

施

す、書の
行 号関に様格

はる速に審
令 又

成名か載

昭 平指や記査

をにの

和

期場 及るも
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所必す

要に当
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る年年内と示

。

平り場

月月、有る

単借

貸書の貸

賃文り賃
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課

－

五
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る
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を令 定こと政 規。るこ

所
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る

日日成得
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度
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契日ここ詳
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北 海

名
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入
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１
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落
９
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入
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得
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